
東日本大震災 被災寺院現状報告 

寺院：福島県第１５教区第２９７番蘭秀寺 

住所：福島県いわき市平中塩字岸６１ 

 

寺院の被害 
・地震により、本堂、庫裡が一部損壊し、経蔵が半壊した。 

・境内の土木構造物にも被害が生じている。 

寺院の現状 

・建物の倒壊は免れたがひび割れやきしみがあり、今後、同じような地震

があると恐い。 

・放射能汚染の影響があり、健康に不安がある。 

・放射線量について、居住する上では制限はないが、場所により一抹の不

安がある。 

檀信徒の現状 
・放射能汚染の影響により避難を強いられている檀家があり、転居先が不 

明な方もいる。 

地域の現状  － 

復興の状況 

・経蔵の屋根が崩落し、建物の周囲には亀裂が走ったが、現在は修繕が済

んでいる。 

・墓石の大部分が倒壊したが、１年半をかけて修復した。 

・現時点では復旧完了と考えているが、建物自体が緩んでおり将来が不安

である。 

・経済的問題により、耐震工事をする余裕がない。 

（H25.8.5現在） 

  
左写真の足場は、石段しかなく墓地に車が入れないため、修復用の機材を通すためのもの。この

足場は寺側で設置し、各石材店が利用できるようにした。約１年半後に撤去。（右の写真は

H25.8.5） 


